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１． ＡＰＥＣが理念から行動に移行する「行動元年」となる重要な転機の会議であった。

一部のＡＰＥＣ諸国の経済成長が鈍化し、ＡＰＥＣプロセスが「踊り場」に差し掛か

っているのではないかとの観測がある中での開催であったが、１８地域全てから脱落

も後退もなく行動計画が提出されたことは、着実な成果として評価される。 

    いよいよ１９９７年１月１日から実施されるＡＰＥＣの枠組みによる自由化が、      

来年１１月のバンクーバー会議でのさらなる前進への、確実な足がかりになるこ    

とを期待する。 

 

２．日本が唯一加盟している地域協力機構であるＡＰＥＣにおいて、日本政府が提案した

ＡＰＥＣの発展に不可欠な民活インフラ投資への枠組み作りなどが承認されたことは

意義深い。今後、日本政府にはＡＰＥＣプロセスにおいてより一層の先導的な役割を

期待したい。 

 

３．ＡＰＥＣとして中国のＷＴＯ加盟支持の方向が打ち出されたが、１２月のＷＴＯシン

ガポール会議では、この流れをより確かなものにしてもらいたい。 
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